
1997年 出上の木簡
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加
都
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跡
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在
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庫
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発
掘
機
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兵
庫
県
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育
委
員
会
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調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
別
府
洋
二

・
仁
尾

一
人

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
道
路
状
遺
構

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

加
都
遺
跡
は
、
周
辺
で
は
最
も
広
い
盆
地
の
中
央
部
に
あ
り
、
日
本
海
に
注

ぐ
円
山
川
と
そ
の
支
流
で
あ
る
黒
川
に
狭
ま
れ
た
平
野
部
に
立
地
す
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
確

認
調
査
の
際
に
出
土
し
て
い
る

が
、　
一
九
九
七
年
度
に
同
地
点

の
全
面
調
査
が
実
施
さ
れ
、
但

馬
道
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
直
線
の

道
路
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

道
路
状
遺
構
が
湿
地
に
か
か
る

部
分
で
は
、
法
面
を
礫
で
保
護

し
て
い
る
。
木
簡
出
土
地
点
は

そ
の
法
面
の
下
方
に
あ
た
る
。
こ
の
道
路
状
遺
構
は
近
辺
に
残
さ
れ
た
条
里
地

割
と
は
方
向
が
異
な
り
、
平
安
時
代
後
半
に
は
廃
絶
し
て
条
里
地
割
方
向
の
掘

立
柱
建
物
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
山
口
里
俵
参
上
数
十

一
石
今

　

　

　

　

　

（誤
×
∞粟
枷
思

木
簡
は
下
端
が
折
損
し
て
い
る
以
外
は
、
原
形
を
保
つ
。
裏
面
は
調
整
が
荒

い
。
「山
口
里
」
は
、
『和
名
類
衆
抄
』
に
み
え
る
但
馬
国
朝
来
郡
九
郷
の
一
つ

で
あ
る
山
口
郷
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
は
当
時
の
但
馬
国
の
最
南
端
で
あ
っ
た
。

調
査
地
点
か
ら
は
南
に
約

一
一
』
の
地
点
に
あ
た
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
古
尾
谷

知
浩
氏
、
山
下
信

一
郎
氏
、
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（別
府
洋
三
）(赤外線テレビカメラ

画像による)

(丹波竹田)




